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岸部市長定例記者会見／市長日誌

 

　
第
18
回
北
秋
田
市
組
織
・
機
構
改
革
推

進
検
討
委
員
会
（
委
員
長:

佐
藤
副
市
長
）

が
１
月
27
日
、
市
役
所
大
会
議
室
で
行
わ

れ
、
４
月
に
実
施
す
る
市
の
機
構
改
革
に

係
る
、
課
や
班
の
名
称
変
更
や
職
員
の
配

置
人
数
等
を
協
議
し
ま
し
た
。 

　
市
の
機
構
改
革
は
、
財
政
状
況
が
厳
し

さ
を
増
す
中
で
、
職
員
数
の
削
減
に
よ
る

人
件
費
の
抑
制
、
事
務
事
業
の
見
直
し
な

ど
行
財
政
改
革
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
に

本
年
４
月
に
実
施
さ
れ
ま
す
。 

　
現
行
の
５
部
１
事
務
所
を
総
務
、
財
務
、

市
民
生
活
、
健
康
福
祉
、
産
業
、
建
設
の

６
部
に
再
編
。
支
所
を
廃
止
し
、
総
合
窓

口
セ
ン
タ
ー
を
設
置
。
現
在
、
分
庁
舎
に

あ
る
産
業
部
、
建
設
部
は
森
吉
支
所
に
移

転
。
分
庁
舎
に
は
財
務
部
税
務
課
が
移
転

し
ま
す
。
新
設
さ
れ
る
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

は
、
市
民
班
と
生
活
班
で
構
成
さ
れ
、
一

度
の
手
続
き
で
住
民
が
必
要
と
す
る
関
連

用
務
が
で
き
る
よ
う
な
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
化
を
目
指
し
ま
す
。 

　
佐
藤
委
員
長
は
「
各
部
課
の
、
配
置
人

数
等
に
つ
い
て
、
検
討
を
重
ね
て
き
た
が
、

職
員
数
の
減
少
等
に
よ
り
、
配
置
人
数
は

現
行
に
比
べ
て
十
分
で
な
い
と
思
う
。
限

ら
れ
た
人
数
の
中
で
、
無
駄
を
省
き
効
率

的
な
事
務
事
業
を
進
め
て
ほ
し
い
」
な
ど

と
あ
い
さ
つ
。 

　
そ
の
後
、
事
務
局
よ
り
市
民
課
の
業
務

を
本
庁
総
合
窓
口
課
内
に
置
く
こ
と
や
、

福
祉
課
内
と
農
林
課
内
の
班
名
変
更
、
バ

イ
オ
マ
ス
推
進
室
の
創
設
等
、
前
回
か
ら

の
変
更
点
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

各
課
班
の
配
置
人
数
も
示
さ
れ
ま
し
た
。 

　
最
後
に
「
内
容
は
、
慎
重
に
検
討
し
て

い
る
が
、
様
々
な
想
定
外
の
事
案
が
あ
る

と
思
う
。
関
係
部
課
が
相
互
に
連
携
し
て
、

問
題
を
解
決
し
て
も
ら
い
た
い
。
こ
の
人

数
を
も
と
に
、
人
事
異
動
の
内
示
も
例
年

よ
り
早
く
実
施
し
、
万
全
の
準
備
を
し
た

い
」
と
新
体
制
へ
の
移
行
に
あ
た
り
、
職

員
に
連
携
と
協
力
を
求
め
ま
し
た
。 

▲機構改革に伴う職員の配置人数などを協議

した「市組織・機構改革推進検討委員会」 

 

　
地
方
分
権
推
進
キ
ャ
ラ
バ
ン
事
業
意
見

交
換
会
が
２
月
４
日
、
市
交
流
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
、
市
民
や
行
政
関
係
者
ら
約
30

名
が
参
加
し
、
地
方
分
権
の
現
状
と
推
進
、

道
州
制
の
導
入
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
意
見
交
換
は
、
地
方
分
権
の
進
展
に
伴

い
、
国
と
地
方
の
役
割
分
担
の
在
り
方
や

住
民
生
活
に
係
る
メ
リ
ッ
ト
な
ど
に
つ
い

て
、
住
民
や
関
係
団
体
、
行
政
関
係
者
が
幅

広
く
意
見
交
換
し
、
理
解
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
に
秋
田
県
が
開
催
し
た
も
の
で
す
。 

　
県
で
は
、
平
成
16
年
か
ら
１
０
４
項
目

の
事
務
を
対
象
に
市
町
村
へ
の
権
限
移
譲

を
進
め
て
お
り
、
県
全
体
の
移
譲
率
は
37

・
７
％（
平
成
20
年
10
月
現
在
）。
北
秋
田

市
へ
の
移
譲
率
は
73
％
で
、
県
か
ら
の
権

限
移
譲
が
着
実
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
会
議
で
は
、
藤
田
了
次 

北
秋
田
地
域
振

興
局
長
が「
地
方
の
こ
と
は
地
方
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
、
大
き
な
流
れ
と
う
ね

り
を
つ
く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

制
度
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

よ
い
制
度
に
す
る
た
め
様
々
な
意
見
を
聞

か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」な
ど
と
あ
い
さ
つ
。 

　
最
初
に
、
県
の
担
当
者
が
こ
れ
ま
で
の

地
方
分
権
改
革
の
経
緯
と
今
後
、
道
州
制

が
実
現
さ
れ
る
展
望
に
つ
い
て
説
明
し
ま

し
た
。 

　
意
見
交
換
で
は
、
参
加
者
か
ら
「
道
路

の
補
修
や
河
川
堤
防
の
除
草
、
除
雪
な
ど

は
今
ま
で
よ
り
手
早
く
、
効
率
的
に
で
き

る
と
思
う
。
そ
の
よ
う
な
体
制
に
」
「
市

町
村
で
は
職
員
削
減
が
進
ん
で
い
る
。
移

譲
に
よ
り
事
務
量
が
増
え
る
と
思
う
が
、

人
的
な
支
援
は
あ
る
の
か
」
な
ど
の
質
問

が
あ
り
、
「
身
近
な
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
は
、

財
源
も
含
め
移
譲
さ
れ
る
。
き
め
細
か
い

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
進
め
た
い
」

「
事
務
移
譲
に
係
る
財
源
と
人
的
サ
ポ
ー

ト
に
つ
い
て
も
市
町
村
の
現
状
や
意
見
も

伺
い
な
が
ら
協
議
し
た
い
」
な
ど
と
回
答

し
て
い
ま
し
た
。
　 

▲地方分権の推進と道州制の導入について、

身近な課題などを意見交換しました 
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岸
部
市
長
の
定
例
記
者
会
見
が
２
月
４

日
、
市
役
所
で
開
か
れ
、
阿
仁
ス
キ
ー
場

の
営
業
に
係
る
今
後
の
方
針
、
新
年
度
の

機
構
改
革
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。 

　
阿
仁
ス
キ
ー
場
に
つ
い
て
は
、
１
月
28

日
、
岸
部
市
長
が
同
ス
キ
ー
場
を
経
営
す

る
親
会
社
の
代
表
と
会
談
し
、
夏
季
、
冬

季
の
営
業
と
も
赤
字
が
減
ら
な
い
こ
と
か

ら
会
社
と
し
て
運
営
す
る
こ
と
は
難
し
い

と
告
げ
ら
れ
た
こ
と
、
無
償
譲
渡
に
つ
い

て
は
そ
の
意
志
が
引
き
続
き
あ
る
と
し
て

同
社
と
北
秋
田
市
双
方
が
協
力
し
、
首
都

圏
や
地
元
で
受
け
入
れ
先
を
探
す
よ
う
合

意
し
た
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
。 

　
合
意
事
項
は
、
近
く
会
社
側
か
ら
市
に

対
し
、
会
談
の
内
容
を
踏
ま
え
た
文
書
で

の
申
し
入
れ
を
受
け
た
後
、
今
後
の
対
応

を
考
え
た
い
と
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
ほ
か
説
明
の
あ
っ
た
主
な
事
案
は

次
の
と
お
り
で
す
。 

◆
新
年
度
の
機
構
改
革
に
つ
い
て  

　
新
年
度
実
施
す
る
機
構
改
革
で
の
職
員

数
と
設
置
、
部
署
の
数
は
次
の
と
お
り
。  

部
署
数:

６
部
19
課
３
室  

職
員
数:

５
５
３
人（
39
人
減
）  

◆
定
額
給
付
金
に
つ
い
て 

　
北
秋
田
市
の
交
付
対
象
者
は
約
３
万
８

５
３
０
人
（
日
本
人:

３
万
８
３
０
０
人
、

外
国
人:

２
３
０
人
）
で
、
交
付
総
額
は

約
６
億
１
２
８
０
万
円
と
試
算
し
て
い
る
。 

◆
緊
急
雇
用
対
策
に
つ
い
て 

　
県
内
景
気
の
冷
え
込
み
に
よ
る
企
業
の

雇
用
調
整
へ
の
対
策
と
し
て
、
北
秋
田
市

緊
急
雇
用
対
策
庁
内
連
絡
会
議
を
設
置
し

た
。
30
日
に
は
、
綴
子
地
区
の
繊
維
製
品

製
造
販
売
会
社
の
操
業
停
止
が
確
認
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
同
日
、
緊
急
雇
用
対
策
本

部
を
設
置
。
独
自
調
査
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

の
情
報
を
ま
と
め
た
と
こ
ろ
、
企
業
の
雇

用
調
整
や
清
算
に
伴
う
解
雇
は
合
わ
せ
て

２
１
３
人
に
の
ぼ
り
、
こ
の
日
、
第
１
回

目
の
緊
急
雇
用
対
策
本
部
会
議
で
対
応
を

協
議
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

▲定例記者会見で阿仁スキー場の今後の運

営や定額給付金について話す岸部市長 

 

◇
１
月
16
日
〜
31
日 

市
長
日
誌 

▲雪崩シンポジウムのパネル 
ディスカッションで（1/29） 

16
日（
金
）▽
北
秋
田
市
米
政
策
協
議
会
に
出
席（
市
役
所
）▽
阿
仁
病
院
の
診
療
所

へ
の
移
行
に
係
る
住
民
説
明
会
に
出
席
（
阿
仁
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
、
阿

仁
農
村
改
善
セ
ン
タ
ー
） 

17
日（
土
）▽
新
春
芸
術
文
化
協
会
交
流
会
に
出
席（
ホ
テ
ル
松
鶴
） 

19
日（
月
）▽
元
鷹
巣
町
議
故
佐
藤
嘉
美
氏
の
叙
勲
伝
達
式
に
出
席（
市
役
所
） 

20
日（
火
）〜
22
日（
木
）▽
新
年
度
予
算
査
定
を
実
施（
市
役
所
） 

22
日（
木
）▽
鷹
巣
北
都
会
新
春
懇
親
会
に
出
席（
交
流
セ
ン
タ
ー
） 

26
日（
月
）▽
平
成
21
年
北
秋
田
市
議
会
第
１
回
臨
時
会（
市
議
事
堂
）▽
北
秋
田
市

議
会
議
員
全
員
協
議
会（
市
役
所
）▽
秋
田
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
協
会
役
員
会
に

出
席（
中
央
公
民
館
） 

27
日（
火
）▽
全
国
市
長
会
理
事
・
評
議
員
合
同
会
議
に
出
席（
東
京
都
） 

28
日（
水
）▽
阿
仁
ス
キ
ー
場
の
件
で
シ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ
代
表
と
面
談（
東
京
都
）▽

鷹
巣
阿
仁
青
年
会
議
所
新
年
会
に
出
席（
ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
松
尾
耕
ホ
ー
ル
） 

29 
日
（
木
）
▽
雪
崩
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
全
国
大
会
に
パ
ネ

ラ
ー
と
し
て
参
加（
文
化
会
館
） 

30
日
（
金
）
▽
秋
田
内
陸
線
再
生
支
援
協
議
会
に
出
席

（
阿
仁
支
所
）
▽
北
秋
田
市
建
設
業
協
会
新
年

会
に
出
席（
ホ
テ
ル
松
鶴
） 

 

就農支援塾 就農支援塾 

　
新
た
に
農
業
を
始
め
た
い
方
や
農
業
法
人
に
就
職
し
た
い
方
を
対
象
に
、

就
農
に
関
す
る
技
術
研
修
会
・
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。 

■
対
象
者
　
就
農
を
希
望
す
る
離
職
者
／
農
業
法
人
へ
の
就
農
希
望
者 

■
開
催
日
　
２
月
23
日（
月
）、
26
日（
木
）、
３
月
３
日（
火
）、
５
日（
木
） 

■
内
　
容
　
北
秋
田
地
域
農
業
の
現
状
に
つ
い
て
／
各
種
研
修
事
業
に
つ
い

て
／
野
菜
等
の
栽
培
技
術
に
つ
い
て
／
就
農
認
定
や
資
金
等
に
つ
い
て
／
農

業
生
産
法
人
等
の
視
察
研
修 

◎
問
合
せ
先
　
北
秋
田
地
域
振
興
局
農
林
部
普
及
指
導
課
�

62-

１
８
３
５ 

北
秋
田
地
域
就
農
支
援
塾
を
開
催
し
ま
す 

 


